
親
鸞
に
お
け
る
一
仏
乗
開
顕
の
視
座

——

法
然
と
、
貞

慶

・
良
遍
を
通
し
て
——

藤

元

雅

文

は

じ

め

に
 

親
鸞
に
お
け
る
誓
願
一
仏
乗
の
究
明
を
課
題
と
す
る
と
き
、
な 

ぜ
そ
の
視
座
が
殊
更
に
問
題
と
し
て
掲
げ
ら
れ
ね
ば
な
ら
な
い
の 

か
。
そ
れ
は
、
自
ら
値
遇
し
た
教
え
を
誓
願
一
仏
乗
と
開
顕
す
る 

親
鸞
の
聞
思
が
、
そ
の
視
座
の
明
確
化
を
私
た
ち
に
迫
る
か
ら
で 

あ
る
。

つ
ま
り
、

一
乗
・
仏
乗
と
し
て
伝
え
ら
れ
て
き
た
教
相
の 

内
実
と
、
各
々
の
時
代
社
会
を
生
き
る
衆
生
の
具
体
的
な
あ
り
方 

と
の
両
面
か
ら
眼
を
背
け
る
こ
と
の
な
い
所
に
身
を
置
き
つ 

つ
、
 

一
仏
乗
と
言
い
う
る
仏
道
を
開
顕
す
る
親
鸞
の
姿
勢
そ
の
も
の
が
、
 

そ
の
究
明
を
課
題
と
す
る
者
に
、
視
座
の
明
確
化
を
問
う
の
で
あ 

る
。本

論
で
は
、
誓
願
一
仏
乗
開
顕
の
視
座
と
い
う
課
題
に
つ
い
て
、
 

親

鸞

の

師

・
法
然
と
、
専
修
念
仏
弾
圧
の
直
接
的
な
原
因
と
親
鸞

が

考

え

る

『興
福
寺
奏
状
』
を

著

し

た

貞

慶(

一
ー
五
五
—

ー
ニ
ー 

三)

、

ま

た

そ

の

法

孫

で

あ

る

良

遍(

ー
ー
九
四
— 

ー
ニ
五
二)

が
、
 

一
乗
・
仏
乗
に
対
し
て
ど
の
よ
う
な
姿
勢
を
有
し
て
い
る
の
か
と 

い
う
点
を
通
し
て
考
察
し
て
い
き
た
い
。
ま
た
、

そ
の
上
で
承
元 

の
法
難
に
お
け
る
興
福
寺
の
奏
上
の
意
義
を
明
言
す
る
親
鸞
が
、
 

聖
道
門
仏
教
の
内
実
を
明
ら
か
に
し
て
い
く
中
で
誓
願
一
仏
乗
を 

ど
の
よ
う
な
視
座
を
も
っ
て
開
顕
し
て
い
る
の
か
を
究
明
し
て
い 

き
た
い
と
考
、え
て
い
る
。

そ

こ

で

以

下

「
一

法

然

に

お

け

る

一

乗

・
仏
乗
へ
の
言
及
と 

浄
土
宗
立
宗
」
、

「
二 

貞

慶

・
良
遍
に
お
け
る
一
乗
思
想
の
受
容 

と
そ
の
意
義
」
、

「
三 

承
元
の
法
難
と
親
鸞
に
お
け
る
一
仏
乗
開 

顕
の
視
座
」
と
い
う
次
第
に
沿
っ
て
、
論
を
進
め
て
い
く
こ
と
と 

す
る
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ー
 

法

然

に

お
け

る

一

乗

・
仏
乗
へ
の

言
及
と
浄
土
宗
立
宗 

法

然

は

『選
択
本
願
念
仏
集
』(

以

下

『選
択
集
』
と
略)

「
教
相 

章
」

の
中
で
、
聖

道

門

に

お

け

る

「
仏
乗
」
と
い
う
思
想
を 

凡
此
聖
道
門
大
意
者
不
レ
論
二
大
乘
及 

以
小
乘7

於
二
此
娑
婆 

世
界
之
中
一
修
二
四
乘
道
一
得
二
四
乘
果
一
也
。
四
乘 

者
三
乘
之 

外
加
二
佛
乘
一
也
。

(

『昭
和
新
修
法
然
上
人
全
集
』
三
一
ニ
頁 

以

下

『昭
法
全
』
と
略) 

と
表
現
す
る
。
ま
た
、

こ

の

文

章

が

引

か

れ

る

「
教
相
章
」

に
お 

い
て

凡
此
集
中
立
二
聖
道
淨
土
二
門
一
意
者
爲
レ
令
下
捨
二
聖
道
一
入
中 

淨
土
門
上
也
。 

(

『昭
法
全
』
三
一
ニ
頁) 

と
明
確
に
言
い
切
る
。
聖
道
門
の
中
に
仏
乗
を
位
置
づ
け
る
と
い 

う
こ
と
は
、

つ
ま
り
、
廃
捨
さ
れ
る
べ
き
教
相
の
表
現
と
し
て
仏 

乗
を
明
確
化
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
ま
た
、

一
乗
の
語 

に

つ

い
て

は

、

『逆

修

説

法

』

等

に

聖

道

門

を

「
三

乘

一

乘

得 

道
」
と
記
し
、
仏
乗
と
同
様
、
聖
道
仏
教
を
表
す
か
ぎ
り
廃
捨
さ 

れ
る
べ
き
教
相
の
表
現
と
し
て
一
乗
を
確
か
め
て
い
る
こ
と
が
分 

か
る
。

で
は
、

こ

の
よ
う
に
一
乗
或
は
仏
乗
と
い
う
表
現
を
「
三
乘
之

外
加
二
佛
乘
一
也
」
と
聖
道
門
の
中
に
は
っ
き
り
と
位
置
づ
け
、
廃 

捨
さ
れ
る
も
の
と
法
然
が
敢
え
て
明
言
す
る
の
は
何
故
か
。
そ
れ 

は
、
法

然

が

「
一
乘
」

「
佛
乘
」
を
標
榜
す
る
聖
道
門
の
具
体
的 

な
あ
り
方
を
吟
味
す
る
所
か
ら
明
瞭
に
見
て
取
る
こ
と
が
で
き
る
。 

例

え

ば

法

然

は

『無
量
寿
経
釈
』

に

屁
比
叡
山
是
傳
敎
大
師
建
立
、
桓

武

天

皇

之

御

願

也

。
大 

師
自
結
界 

堺
レ
谷
局
レ
峯
不
レ
入
二
女
人
形7  

一
乘
峯
高
立
五 

障
之
雲
無
レ
聳
、

一
味
之
谷
深 

三
從
之
水
無
レ
流
。

(

『昭
法
全
』
七
七
頁) 

と
述
べ
、
法
華
一
乗
を
そ
の
根
本
と
し
な
が
ら
、
男
女
の
簡
び
を 

具
体
的
に
は
超
え
る
こ
と
は
な
く
、
又 

次
由
二
法
華
宗
意
ハ 

以
ニ
ー
乘
實
相
一
為
二
別
願
い
天
台
章
安 

妙
樂
道
邃
可
レ
生
、
諸
宗
之
人
不
レ
可
レ
生
。

(

『昭
法
全
』
七
ー
〜
七
二
頁) 

と
示
し
て
、

一
乗
と
い
、つ

え

の

も

と

に

あ

り

な

が

ら

、

そ
の
教 

え
を
悟
り
う
る
機
の
少
な
き
こ
と
を
指
摘
す
る
の
で
あ
る
。

こ
の 

よ
う
な
具
体
的
な
批
判
吟
味
に
お
い
て
法
然
は
一
乗
と
い
う
言
葉 

が
持
つ
思
想
性
と
、
そ
の
思
想
性
と
は
か
け
離
れ
た
あ
り
方
で
存 

在
す
る
現
前
の
事
実
と
を
明
確
に
し
、

一
乗
の
教
理
を
語
り
得
て 

も
、
智
慧
を
究
め
て
そ
の
理
を
さ
と
り
う
る
機
の
少
な
い
こ
と
を 

明
白
に
示
し
て
、

一
切
衆
生
に
真
に
開
か
れ
た
仏
道
と
は
何
か
を
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問
う
て
い
る
の
で
あ
る
。

こ

の

問

い

は

『選
択
集
』

冒

頭

に

『安 

楽
集
』

の
文
を
引
い
て
、

問
日
一
切
衆
生
皆
有
二
佛
性7

遠
劫 

以
來
應
レ
値
二 

多
佛7  

何
因
至
レ
今
仍
自
輪
二
廻
生
死
一
不
レ
出
二
火
宅7

(

『昭
法
全
』
三
一 

ー
頁) 

と
い
う
問
い
そ
の
も
の
が
示
す
課
題
、

つ
ま
り
、

「
一
切
衆
生
悉 

有
仏
性
」
と

い

う

一

乗

・
仏
乗
の
法
が
大
乗
仏
教
の
成
就
し
た
す 

が
た
を
生
み
出
し
え
て
い
な
い
と
い
う
歴
史
的
現
実
の
中
に
、
法 

然
の
浄
土
宗
立
宗
の
課
題
が
あ
っ
た
こ
と
を
示
唆
し
て
い
る
。

っ 

ま
り
一
乗
と
い
、つ
表
現
の
も
と
で
明
ら
か
に
さ
れ
て
き
た
仏
道
、
 

具
体
的
に
は
法
華
一
乗
を
代
表
と
す
る
聖
道
門
に
お
け
る
一
乗
・
 

仏
乗
の
教
相
を
廃
捨
す
る
と
い
う
明
確
な
る
形
を
以
て
、
法
然
は 

浄
土
宗
を
立
宗
す
る
の
で
あ
る
。

こ
の
聖
道
門
廃
捨
の
理
由
を
、
法
然
は
時
機
に
対
す
る
厳
粛
な 

認
識
に
お
い
て
表
現
す
る
。

そ

れ

は

『選
択
集
』

「
教
相
章
」

に
、
 

先

ほ

ど

引

文

し

た

『安
楽
集
』

に
つ
づ
い
て 

聖
道
一
種
今
時
難
レ
證
。

一
由
下
去
二
大
聖
一
遙
遠バ

二
由
二 

理
深
解
微7

是
故
大
集
月
藏
經
云
我
末
法
時
中
億
億
衆
生
起 

レ
行
修
レ
道
未
レ
有
二
ー
人
得
者7

當
今
末
法
是
五
濁

惡
世
。
 

唯
有
一
淨
土 

一
門
一
可
一
通
入
一
路
。

(

『昭
法
全
』
三
一 

ー
頁) 

と
、
大
聖
釈
尊
の
涅
槃
か
ら
遙
か
に
離
れ
隔
た
っ
た
末
法
五
濁
の

時
に
生
ま
れ
、
仏
法
の
教
理
は
甚
深
で
あ
る
一
方
、
衆
生
の
解
は 

微
に
し
て
一
人
も
証
道
を
得
た
者
が
い
な
い
と
い
う
機
の
事
実
に 

立
っ
て
、

「
唯
有
二
淨
土 

一
門
一
可
二
通
入
一
路
」
と
い
う
確
か
め
が 

な
さ
れ
て
い
る
所
に
み
る
こ
と
が
で
き
る
。
言
わ
ば
時
機
に
対
す 

る
透
徹
し
た
認
識
が
浄
土
の
教
え
へ
の
頷
き
を
必
然
さ
せ
る
と
法 

然
は
述
べ
て
い
る
の
で
あ
る
。
更
に
、

そ
の
よ
う
な
時
機
へ
の
目 

覚
め
に
お
い
て
、
三

乗

・
四
乗
と
い
う
内
容
を
も
つ
聖
道
が
、
今 

こ
の
五
濁
末
法
の
世
に
生
き
る
存
在
者
を
決
し
て
救
い
得
な
い
理 

由
を
よ
り
具
体
的
に
次
の
よ
う
に
押
さ
え
る
。

抑
三
乘
四
乘
聖
道
、
正
像
旣
過
、
至
二
末
法-

但
有
レ
敎
無
二 

行
證
一
故
、
末
法
近
來
無
二
斷
惑
證
理7

無
二
斷
惑
證
理
一
險
、
 

以
レ
之
無
下
出
二
生
死
一
之
輩2

(

『無
量
寿
経
釈
』
『昭
法
全
』
六
ハ
頁) 

此

土

の

「
断
惑
證
理
」
と
い
う
教
理
が
、
教
理
そ
の
も
の
と
し
て 

成
り
立
た
な
い
の
で
は
な
い
。
し
か
し
、
教
の
み
あ
っ
て
行
証
な 

し
と
確
か
め
ら
れ
る
仏
教
が
既
に
証
道
と
し
て
成
り
立
ち
得
な
い 

こ
と
は
自
明
で
あ
ろ
う
。
時
機
へ
の
明
確
な
吟
味
を
不
問
に
付
し
、
 

い
ま
こ
こ
で
断
惑
が
成
り
立
ち
得
な
い
の
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

い 

つ
の
日
か
叶
う
か
も
し
れ
な
い
と
い
う
有
間
心
の
も
と
で
修
道
す 

る
こ
と
し
か
許
さ
れ
な
い
の
で
あ
る
な
ら
、
そ

れ

は

教

法

・
時
機 

の
不
相
応
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
。
従
っ
て
仏
教
者
と
自
負
し
っ
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っ
も
、
現
実
の
足
下
で
生
死
に
迷
い
続
け
て
い
く
し
か
な
い
道
を 

聖
道
門
の
教
理
は
示
す
ほ
か
な
い
こ
と
を
法
然
は
明
示
し
て
い
る 

の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
す
で
に
教
と
し
て
の
意
味
も
失
っ
て
い 

る
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
聖
道
に
対
し
て
、
法
然
は
明
確
に
廃
捨 

と
い
う
形
を
以
て
聖
道
と
浄
土
の
教
え
を
決
判
す
る
の
で
あ
る
。 

で
は
、
機
と
教
と
の
相
応
の
も
と
に
明
ら
か
に
さ
れ
る
浄
土
宗
と 

は
、
具
体
的
に
ど
の
よ
う
な
機
に
お
い
て
証
さ
れ
る
の
か
。
そ
の 

こ
と
は
次
の
問
答
の
形
で
述
べ
る
文
か
ら
明
瞭
に
見
て
取
る
こ
と 

が
で
き
る
。

問
、
ハ
宗
九
宗
ノ
ホ
カ
ニ
、
淨
土
宗
ノ
名
ヲ
タ
ツ
ル
コ
ト
ハ
、
 

自
由
ニ
マ
カ
セ
テ
タ
ッ
ル
コ
ト
、
餘
宗
ノ
人
ノ
申
候
オ
ハ
、
 

イ
カ
カ
申
候
へ
キ
。
答
、
宗
ノ
名
ヲ
タ
ツ
ル
コ
ト
ハ
佛
說
二 

ハ
ア
ラ
ス
、

ミ
ッ
カ
ラ
コ
コ
ロ
サ
ス
ト
コ
ロ
ノ
經
敎
ニ
ッ
キ 

テ
ゝ
存
シ
タ
ル
義
ヲ
學
シ
キ
ワ
メ
テ
、
宗
義
ヲ
判
ス
ル
事
也
。 

諸
宗
ノ
ナ
ラ
ヒ
、

ミ
ナ
カ
ク
ノ
コ
ト
シ
。
イ
マ
淨
土
宗
ノ
名 

ヲ
タ
ツ
ル
事
ハ
、
淨
土
ノ
依
正
經
二
ッ
キ
テ
、
往
生
極
樂
ノ 

義
ヲ
サ
ト
リ
キ
ワ
メ
タ
マ
ヘ
ル
先
達
ノ
、
宗
ノ
名
ヲ
タ
テ
タ 

マ
ヘ
ル
ナ
リ
〇
…
中
略
…
抑
淨
土 

一
宗
ノ
諸
宗
ニ
コ
エ
ヽ
念 

佛
一
行
ノ
諸
行
ニ
勝
タ
ル
ト
云
事
八
、
萬
機
ヲ
攝
ス
ル
方
ヲ 

云
也
。
理
觀
菩
提
心
讀
誦
大
乘
眞
言
止
觀
等
ハ
イ
ツ
レ
モ
佛 

法
ノ
オ
ロ
カ
ニ
マ
シ
マ
ス
ニ
ハ
ア
ラ
ス
、
皆
生
死
濟
度
ノ
法

ナ
レ
ト
モ
、
末
代
ニ
ナ
リ
ヌ
レ
ハ
カ
不
レ
及
、
行
人
ノ
不
法 

ナ
ル
ニ
ョ
リ
テ
機
ハ
及
ハ
ヌ
也
。
時
ヲ
イ
へ
ハ
末
法
萬
年
ノ 

後

、
人
壽
十
歲
二
促
り
、
罪
ヲ
イ
へ
八
十
惡
五
逆
ノ
罪
人
也
。 

老
少
男
女
ノ
輩
、

一
念
十
念
ノ
タ
ク
ヒ
ニ
至
ル
マ
テ
、
皆
是 

攝
取
不
捨
ノ
願
ニ
コ
モ
レ
ル
也
。
故
二
諸
宗
ニ
コ
工
、
諸
行 

ニ
ス
ク
レ
タ
リ
ト
ハ
申
也
ト
ソ
仰
ラ
レ
ケ
ル
。

(

「十
二
問
答
」

『昭
法
全
』
六
三
二
〜
六
三
三
頁) 

法
然
は
、

こ
こ
で
機
と
教
と
の
相
応
の
も
と
で
明
ら
か
に
な
る 

宗
と
は
、
そ
の
現
実
相
に
お
い
て

千
差
万
別
で

あ
る
「萬
機
」
を 

摂
め
、
皆
摂
取
不
捨
す
る
と
い
う
具
体
性
に
お
い
て
初
め
て
明
確 

に
な
る
と
確
か
め
て
い
る
。
従
っ
て
時
機
へ
の
自
覚
を
本
に
し
た 

法
然
の
立
宗
の
課
題
と
は
、
単
な
る
時
機
へ
の
妥
協
で
は
決
し
て 

な

い
の
で

あ
っ
て

、

万

別

の

機

を

簡

ぶ

こ

と

な

く

「未
レ
斷
レ
惑 

出
二
過
三
界
之
長
迷
一
」
と
言
う
こ
と
が
で
き
る
宗
の
明
確
化
な 

の
で
あ
る
。

さ
ら
に
法
然
の
浄
土
宗
の
立
宗
が
、
人
間
の
在
り
方
そ
の
も
の 

を
常
に
明
ら
か
に
し
つ
づ
け
て
い
く
よ
う
な
仕
方
で
、
時
機
と
教 

と
の
相
応
、
時
機
の
純
熟
を
明
瞭
に
し
え
る
か
否
か
と
い
う
点
を 

問
い
、
ハ
宗
九
宗
と
い
わ
れ
る
聖
道
門
と
の
質
的
差
異
を
明
確
に 

す

る

所

に

「
証
」

の

問

題

が

あ

る

と

考

え

ら

れ

る

。

つ
ま
り
、
 

「
正
信
偈
」

に

「眞
宗
敎
證
興
片
州
」
と

述

べ

る

「
真
宗
の
教
」
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の

も

と

に

明

か

さ

れ

る

「
証
」

の
内
実
、
或

は

「
淨
土
眞
宗
證
道 

今
盛
」
と

の

べ

た

「
証
道
」

の
内
実
が
、
時
機
相
応
、
時
機
純
熟 

の
教
え
の
質
を
決
定
す
る
基
点
と
な
る
と
い
え
よ
う
。
そ
れ
は
法 

然
が
、
凡

夫

の

「
入
報
土
」

の
明
確
化
と
し
て
浄
土
宗
を
立
宗
し 

た
と
い
う
課
題
と
同
質
で
あ
ろ
う
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
の
課
題
に 

対

し

て

善

導

は

『観
経
疏
』

「
玄
義
分
」

の
な
か
で 

問
日
。
彼
佛
及
土
、
旣
言
レ
報
者
、
報
法
高
妙
、
小
聖
難
レ
階
、
 

垢
障
凡
夫
云
何
得
レ
入
。
答
日
。
若
論
ニ
衆
生
垢
障
一
實
難
二
欣 

趣7

正
由
レ
託
二
佛
願
一
以
作
二
強
緣
一
致
レ
使
二 

五
乘 

齊 

入7  

(

『真
宗
聖
教
全
書
』

一
四
五
九
頁) 

と
述
べ
、
仏

願

と

い

う

強

縁

に

よ

る

「
五
乗
斉
入
」
を
明
確
に
し 

て
い
る
。
善

導

に

お

け

る

「
五
乗
斉
入
」
と
い
う
表
現
は
、

『選 

択
集
』

「本
願
章
」

に

お

け

る

「
一
切
衆
生
平
等
往
生
」
と
い
う 

法
然
に
よ
る
本
願
の
究
明
と
同
質
の
事
柄
を
指
し
て
い
る
と
共
に
、
 

報
土
へ
の
往
生
と
い
う
課
題
の
中
で
明
確
化
さ
れ
て
い
る
点
で
重 

要
な
意
義
を
有
す
る
。
善
導
の
釈
義
に
よ
っ
て
法
然
が
立
宗
し
た 

浄
土
宗
が
、
仏
願
を
根
拠
と
し
て
、

一
切
の
衆
生
に
お
い
て
平
等 

に
報
土
へ
と
往
生
す
る
こ
と
を
明
確
に
し
た
の
は
、
機
教
相
応
に 

立
宗
の
必
然
性
を
確
か
め
る
法
然
に
お
い
て
、

一
切
衆
生
に
平
等 

に
証
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
内
実
こ
そ
、
本
願
を
強
縁
と
す
る
入
報 

と
い
う
証
で
あ
り
、

そ
こ
に
い
か
な
る
上
下
差
別
も
あ
っ
て
は
な

ら
な
い
こ
と
を
明
言
す
る
の
で
あ
る
。

つ
ま
り
、
善
導
、
法
然
が 

明
ら
か
に
す
る
浄
土
宗
の
立
宗
の
内
実
は
、

一
切
衆
生
・
五
乗
を 

平

等

に

・
斉
し
く
、
報
土
へ
と
往
生
さ
せ
ん
と
す
る
仏
願
へ
の
信 

順
を
根
拠
に
成
り
立
っ
て
い
る
の
で
あ
り
、
そ
の
ど
の
一
点
を
欠 

く
こ
と
に
な
っ
て
も
、
浄
土
宗
立
宗
の
意
義
は
全
う
さ
れ
な
い
こ 

と
を
こ
こ
に
確
か
め
て
お
か
な
く
て
は
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。 

さ
て
、

こ
の
よ
う
に
法
然
に
よ
っ
て
一
乗
・
仏
乗
へ
の
批
判
吟 

味
が
な
さ
れ
、
又
そ
れ
ま
で
の
聖
道
に
お
け
る
一
乗
の
教
相
を
廃 

捨
す
る
形
で
、

一
切
衆
生
を
平
等
に
救
済
す
る
仏
道
の
開
顕
と
し 

て
浄
土
宗
が
立
宗
さ
れ
る
の
と
ほ
ぼ
時
を
同
じ
く
し
て
、

一
方
、
 

南
都
特
に
法
相
宗
に
お
い
て
、

一
乗
に
対
す
る
教
学
的
姿
勢
の
変 

化
が
あ
る
こ
と
に
は
注
意
し
て
お
く
必
要
が
あ
る
。

こ
の
よ
う
な 

法
相
宗
の
変
化
を
法
然
、
親
鸞
が
知
っ
て
い
た
か
ど
う
か
と
い
う 

こ
と
は
確
定
し
え
な
い
が
、
法
相
宗
に
お
い
て
一
乗
に
関
す
る
教 

学
的
姿
勢
の
変
化
が
起
こ
ら
ざ
る
を
え
な
い
時
代
の
思
想
状
況
の 

中
で
、
法
然
、
親
鸞
が
生
き
て
い
た
と
い
う
事
実
は
指
摘
で
き
る
。 

ま

た

同

じ

「
一
乗
」
と
い
う
言
葉
で
あ
っ
て
も
、

そ
れ
が
ど
の
よ 

う
な
内
実
を
持
つ
言
葉
で
あ
る
の
か
と
い
う
吟
味
の
重
要
性
も
、
 

こ
こ
に
お
い
て
よ
り
明
確
に
理
解
で
き
よ
う
。
従
っ
て
、
鎌
倉
時 

代
に
お
け
る
法
相
宗
の
一
乗
思
想
の
受
容
に
つ
い
て
以
下
考
察
し 

て
い
き
た
い
。
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一

一

貞

慶

・
良
遍
に
お
け
る

一
乗
思
想
の
受
容
と
そ
の
意
義 

法
相
宗
の
伝
統
的
な
教
義
は
、
最
澄
と
徳
一
の
、
或
は
応
和
の 

宗

論
(

九
六
三
年)

に
お
け
る
良
源
と
仲
算
と
の
、

三
乗
一
乗
権 

実
論
争
に
明
確
に
示
さ
れ
る
よ
う
に
、

「
三
乗
真
実
一
乗
方
便
」 

と
い
う
教
相
に
立
っ
て
い
る
。
そ
れ
が
、
法
華
一
乗
を
真
実
と
す 

る
天
台
宗
と
完
全
に
対
立
す
る
こ
と
か
ら
、

一
乗
を
真
実
と
す
る 

教
え
と
三
乗
を
真
実
と
す
る
教
え
と
で
、
そ
の
権
実
を
め
ぐ
る
論 

争
が
絶
え
間
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
鎌
倉
時
代
に
日
本 

の
法
相
宗
の
教
学
は
、

一
乗
思
想
を
取
り
込
ん
で
い
く
方
向
に
根 

本
的
な
変
容
を
す
る
こ
と
に
な
る
。

そ
の
端
緒
と
な
っ
た
の
は
、
 

『興
福
寺
奏
状
』
を
著
し
た
貞
慶
で
あ
り
、
そ
の
貞
慶
の
思
想
を 

受
け
継
ぎ
、
法
相
宗
の
教
学
に
一
乗
の
内
容
を
明
確
に
位
置
づ
け 

た
の
は
、
そ
の
孫
弟
子
で
あ
る
良
遍
で
あ
っ
た
。
以
下
、
貞

慶

・
 

良
遍
の
言
葉
を
確
か
め
な
が
ら
、
法
相
宗
が
ど
の
よ
う
な
形
で
ー 

乗
の
思
想
を
受
容
し
て
い
る
の
か
を
簡
単
に
辿
っ
て
み
た
い
。 

ま
ず
、
貞
慶
は
、

『続
法
相
初
心
畧
要
』

に
お
い
て 

深
密
經
中
。
釋
尊
自
會
ニ
ー
乘
一
立
二
五
性
各
別7

涅
槃
經
中
。 

不
レ
辨
二
種
性
不
同7

爲
レ
不
レ
解
ニ
我
意7

其
識
皆

愍

。
其
文 

皆

分

明

也

。

若
遣
ー
此
等
諸
敎7

悉
為
一
損
敎
一
者
。

尤
可

レ
有
二
大
文
理7

若
以
ニ
法
華
等
一
為
レ
證
。
我
又
以
二
深
密
等
ー 

爲
レ
證
。
彼
此
俱
如
來
所
說
也
。

…
中

略

…
諸
敎
所
說
。
皆 

眞
實
也
。

一
乘
卽
許
二
五
性7  

一
乘
三
無
性
門
所
說
也
。

五 

性
卽
會
ニ
ー
乘7

五

性

三

性

門

施

設

也

。
如
レ
是
和
會
。
更 

非
ニ
私
案
立7

源
起
ニ
於
深
密
無
自
性
品7

慈
氏
。
無
著
。
天 

親

。
護
法
等
。
次
第
傳
燈
。
誰
疑
レ
之
耶
。

(

『大
日
本
仏
教
全
書
』

三
〇
四
頁) 

と
述
べ
る
。

こ
こ
で

貞
慶
は
法
相
宗
の
根
本
経
典
で

あ
る
『解
深 

密
経
』

に
お
け
る
三
性
三
無
性
門
の
説
を
よ
り
ど
こ
ろ
に
し
て
、
 

一
乗
と
五
姓
の
説
が
共
に
会
通
さ
れ
、
法
相
宗
の
教
学
に
お
い
て 

一
乗
の
教
え
が
矛
盾
し
な
い
こ
と
を
確
か
め
よ
う
と
す
る
。
更
に 

こ
れ
は
私
の
案
立
で
は
な
い
と
語
っ
て
、
慈
氏
、
無
著
、
天
親
、
 

護
法
等
と
伝
統
し
て
き
て
い
る
と
語
る
。
特
に
、
天
台
の
法
華
ー 

乗
思
想
に
対
し
て
相
容
れ
な
い
伝
統
に
立
つ
法
相
宗
の
学
僧
・
貞 

慶
が
、

『解
深
密
経
』

を
拠
り
所
に
し
て
一
乗
思
想
を
許
容
し
、
 

む
し
ろ
積
極
的
に
法
相
の
教
学
の
中
に
位
置
づ
け
う
る
思
想
と
し 

て
捉
え
よ
う
と
し
て
い
る
所
に
、

こ
れ
ま
で
の
法
相
教
学
と
は
全 

く
違
う
貞
慶
の
教
学
的
姿
勢
を
見
て
取
る
こ
と
が
で
き
る
。 

こ
の
よ
う
な
法
相
宗
に
お
け
る
一
乗
思
想
の
受
容
化
を
更
に
明 

確
に
表
現
し
て
い
る
の
が
、
良
遍
で
あ
る
。
彼

は

ま

ず

『真
心
要 

決
』
と
い
う
著
作
で
、
貞
慶
の
一
乗
思
想
へ
の
言
及
を
踏
ま
え
て
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我
宗
意
者
。
依
二
解
深
密
經
誠
說
一
故
三
世
門
立
二
五
姓7

無 

性
門
立
ニ
ー
乘7  

(

『大
正
新
修
大
蔵
経
』
第
七
一
巻 

九
二
頁) 

と
述
べ
、

『解
深
密
経
』

の
教
説
を
拠
り
所
に
し
て
、

五
姓
と
ー 

乗
の
思
想
が
法
相
宗
に
お
い
て
共
に
成
り
立
つ
こ
と
を
明
示
す
る
。 

更
に
、
彼

の

代

表

的

な

著

作

で

あ

る

『観
心
覚
夢
鈔
』

に
お
い

凡
自
他
宗
雖
レ
似
二
靜
論7

實
無
二
靜
論7

所
以
者
何
。
…
中 

略

…
他
宗
若
談
一
諸
法
性
相
一
不
レ
異
莪
宗7

猶
立
一
皆
成
一
不 

レ
許
一
五
姓
各
別
義
者
。
尤
可
レ
爲
レ
論
。
…
中
略
…

一
向
寄
二 

事
於
理
性
門
圓
融
之
義7
不
レ
許
二
定
姓
無
姓
不
同7

所
立
旣 

是
各
別
之
門
。
何
爲
靜
論
。
又
若
我
宗
理
性
一
味
義
門
之
中
。 

不
レ
立
一 

ー
乘
立
一
五
姓
ー
者
。
亦
可
レ
為
二
靜
論
一
而
無
ニ
其
義7  

理
門
皆
成 

無
一
五
姓
別7

當
レ
知
我
宗
一
乘
眞
實
。
五
乘
眞 

實

。
…
中
略
…
不

卽

不

離

一

立

五

成

。

(

『大
正
新
修
大
蔵
経
』
第
七
十
一
巻 

七
七
頁) 

と
述
べ
る
。
良

遍

は

こ

の

よ

う

に

「
諸
法
の
性
相
」
を
談
ず
る
と 

き

は

「
皆

成
(

仏)

」
は
成
り
立
た
ず
、

「
五
姓
各
別
の
義
」

に
よ 

ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、

「
理
性
門
円
融
の
義
」

に
お
い
て
は
、
 

逆

に

「
五
姓
の
別
」
は
な
く
、

「皆

成
(

仏)

」

で
あ
る
の
だ
か
ら
、
 

「
我
宗
一
乘
眞
實
。

五
乘
眞
實
。
」

と
明
言
す
る
の
で
あ
る
。

こ 

こ
に
法
相
宗
に
お
い
て
、

一
乗
と
五
乗
と
が
完
全
に
並
存
す
る
こ

と
が
で
き
る
教
学
が
掲
げ
ら
れ
た
と
い
っ
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
三 

乗
真
実
と
い
う
伝
統
を
明
確
に
伝
え
て
き
た
法
相
宗
の
教
学
に
お 

い
て
、

こ

の

よ

う

に

「
一
乘
眞
實
。

五
乘
眞
實
。
」

と
明
言
さ
れ 

る
よ
う
な
教
学
的
な
変
容
が
起
こ
っ
た
こ
と
の
意
義
を
ど
の
よ
う 

に
確
か
め
る
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
か
。

こ
の
点
に
関
し
て
、
史
学
の
側
面
か
ら
非
常
に
示
唆
的
な
研
究 

が
発
表
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
視
点
を
踏
ま
え
て
、
本
論
で 

は
法
然
に
お
け

る
一
乗
・
仏
乗
へ
の
吟
味
と
い
う
視
点
か
ら
、
法 

相
宗
に
お
け
る
一
乗
思
想
の
受
容
化
と
い
う
こ
と
の
意
義
を
考
察 

し
て
み
た
い
。

法
相
宗
に
お
け
る
一
乗
と
い
う
言
葉
の
内
実
と
は
何
か
を
ま
ず 

見
て
お
く
と
、
貞

慶

は

そ

れ

を

「
三
無
性
門
所
説
」
と
捉
え
、
良 

遍

は

貞

慶

の

考
え

を

受
け

継
ぎ

つ

つ

、
更

に

「
理
性
門
圓
融
之 

義
」
或

は

「
理
性
一
味
義
門
」
と
述
べ
る
。
貞
慶
が
語
る
三
無
性 

と
は
、
法
相
宗
の
代
表
的
な
思
想
内
容
を
示
す
言
葉
で
あ
り
、
す 

べ
て
の
も
の
の
あ
り
か
た
を
示
す 
①
 

遍
計
所
執
性 
②
 

依
他
起 

性 
③
 

円
成
実
性
の
三
性
に
は
自
性
が
な
く
空
で
あ
る
こ
と
を
示 

す
表
現
で
あ
る
。
ま
た
良
遍
が
述
べ
る
理
性
門
圓
融
の
義
と
は
、
 

万
有
が
こ
と
ご
と
く
所
有
す
る
さ
と
り
の
本
体(

理
性)

の
徳
の 

は
た
ら
き
を
立
場
と
し
、

一
位
の
中
に
一
切
位
を
お
さ
め
る
説
の 

こ
と
を
い
う
。

一

乗

を

「
三
無
性
」
或

は

「
理
性
門
」

に
お
い
て
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会
通
し
、
法
相
の
教
学
の
中
に
何
ら
の
矛
盾
も
な
く
位
置
づ
け
る 

貞
慶
、
良
遍
の
意
図
が
何
処
に
あ
る
の
か
と
い
う
こ
と
は
こ
こ
で 

は
問
わ
な
い
。
私
が
確
か
め
て
お
き
た
い
こ
と
は
、

一
乗
を
教
理 

と
し
て
矛
盾
な
く
法
相
の
教
学
に
位
置
づ
け
る
こ
と
に
お
い
て
、
 

「
そ
の
教
え
に
よ
っ
て
す
べ
て
の
も
の
が
ひ
と
し
く
仏
に
な
る
」 

と
い
う
課
題
が
、

一
体
ど
こ
で
問
わ
れ
て
い
る
の
か
と
い
う
こ
と 

で
あ
る
。
法

然

の

一

乗

・
仏
乗
へ
の
批
判
吟
味
は
、
先
述
の
ご
と 

く
、

一
乗
の
教
理
を
い
か
に
位
置
づ
け
よ
う
と
も
、
そ
の
一
乗
の 

思
想
性
と
全
く
か
け
離
れ
て
い
る
現
実
の
あ
り
方
へ
の
徹
底
し
た 

認
識
の
中
に
そ
の
根
拠
が
あ
る
。
従
っ
て
、
法

然

が

一

乗

・
仏
乗 

と
い
う
表
現
そ
の
も
の
を
聖
道
門
に
位
置
づ
け
、
そ
れ
を
廃
捨
す 

べ
き
教
相
と
し
て
明
確
化
す
る
一
方
で
、
そ
の
時
を
ほ
ぼ
同
じ
く 

し
て
、
今
ま
で
の
伝
統
教
学
の
立
場
を
変
容
し
て
ま
で
、

一
乗
と 

い
う
思
想
を
教
学
の
中
に
取
り
込
ん
で
い
く
法
相
宗
の
姿
勢
と
は 

完
全
に
相
反
す
る
も
の
で
あ
る
が
、

こ
の
全
く
異
な
っ
た
一
乗
へ 

の
姿
勢
そ
の
も
の
が
、
実
は
浄
土
宗
立
宗
の
意
義
と
そ
れ
を
弾
圧 

す
る
南
都
北
嶺
の
仏
教
の
差
異
を
そ
の
質
に
お
い
て
明
瞭
に
表
現 

し
て
い
る
と
見
て
取
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
は
な
い
か
。
法
相
宗 

に
お
け
る
一
乗
思
想
の
受
容
は
、
常

に

五

姓

の

別

・
三
乗
の
区
別 

と
並
存
で
き
る
質
の
一
乗
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
言
わ
ば
現
実
に
は 

徹
底
し
て
、

五
姓
の
区
別
を
生
み
出
し
基
礎
付
け
、

日
々
の
生
活

の
も
と
に
至
愚
、
下
贱
の
者
を
傍
ら
に
お
い
て
容
認
し
な
が
ら
、
 

一
乗
を
教
理
と
し
て
語
り
う
る
教
学
を
こ
こ
に
打
ち
立
て
た
と
言 

え
る
の
で
は
な
い
か
。
ま
さ
に
法
然
は
そ
の
よ
う
な
一
乗
の
名
の 

も
と
に
存
在
し
て
い
る
聖
道
門
仏
教
の
在
り
方
か
ら
の
完
全
な
る 

訣
別
と
し
て
浄
土
宗
の
独
立
を
果
た
し
遂
げ
た
の
で
あ
る
。

こ
の 

よ
う
な

法
然
に
よ
る
聖
道
・
浄
土
の
決
判
は
、
大
乗
の
教
え
の
中 

で
、
三
乗
と
一
乗
と
の
い
ず
れ
が
真
実
の
教
え
で
あ
る
の
か
と
い 

う
聖
道
仏
教
の
伝
統
的
な
議
論
を
超
え
て
、
真
に
一
切
衆
生
に
同 

じ
く
斉
し
く
証
さ
れ
る
仏
道
と
し
て
浄
土
宗
が
立
宗
さ
れ
ね
ば
な 

ら
な
い
こ
と
を
明
か
し
示
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

そ
し
て
ま
た
こ
こ
に
、
同
じ
一
乗
と
い
う
言
葉
で
自
ら
出
遇
い 

え
た
仏
道
を
明
言
す
る
親
鸞
に
お
い
て
、
聖
道
門
の
も
と
に
語
ら 

れ
る
一
乗
と
そ
の
質
を
全
く
異
に
す
る
一
乗
の
内
実
を
ど
こ
ま
で 

明
瞭
に
確
か
め
る
こ
と
が
で
き
る
か
と
い
う
視
座
の
明
確
化
が
、
 

誓
願
一
仏
乗
の
究
明
の
始
点
と
し
て
存
在
す
る
の
で
あ
る
。

三

承

元

の

法

難

と

親

鸞

に

お

け

る

一
仏
乗
開
顕
の
視
座

法
然
に
お
け
る
浄
土
宗
立
宗
の
意
義
と
、
貞

慶

・
良
遍
に
お
け 

る
一
乗
思
想
の
受
容
と
い
、つ
事
柄
を
以
上
の
よ
う
に
踏
ま
え
る
こ 

と
が
で
き
る
な
ら
、
承
元
の
法
難
と
そ
の
法
難
の
直
接
的
な
原
因
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と
親
鸞
が
言
明
す
る
興
福
寺
の
奏
上
の
意
義
か
ら
誓
願
一
仏
乗
開 

顕
の
視
座
を
ど
の
よ
う
に
押
さ
え
る
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
か
。 

法
然
に
お
け
る
浄
土
宗
の
独
立
は
、
具

体

的

に

は

『選
択
集
』 

と
い
う
立
教
開
宗
の
書
に
根
拠
づ
け
ら
れ
、
吉
水
教
団
と
い
う
僧 

伽
を
形
成
し
、
そ
の
影
響
は
当
然
思
想
性
に
の
み
と
ど
ま
る
も
の 

で
は
な
く
、
殊
に
中
世
と
い
う
時
代
社
会
に
あ
っ
て
は
必
然
的
に 

国
家
社
会
と
、
或
は
鎮
護
国
家
を
標
榜
す
る
南
都
北
嶺
の
教
団
組 

織
と
の
軋
櫟
を
ひ
き
お
こ
さ
ず
に
は
お
か
な
か
っ
た
。
こ
の
点
に 

つ
い
て
は
、
法
然
の
専
修
念
仏
の
弾
圧
の
原
因
、
と
く
に
承
元
の 

法
難
の
経
緯
を
巡
っ
て
、
多
く
の
研
究
が
な
さ
れ
て
き
て
い
る
。 

殊
に
、
近
年
、
権
門
体
制
と
い
う
中
世
独
特
の
社
会
体
制
と
そ
の 

宗
教
的
な
形
態
で
あ
る
顕
密
仏
教
の
具
体
的
な
在
り
方
を
掘
り
起 

こ
し
つ
つ
、

「法
然
浄
土
教
の
地
平
」
を
確
か
め
よ
う
と
す
る
論 

孜
が
発
表
さ
れ
て
い
る
。

私
が
そ
の
論
孜
に
注
目
し
た
い
点
は
、
中
世
の
社
会
体
制
及
び 

顕
密
仏
教
と
の
分
か
っ
こ
と
の
で
き
な
い
関
係
の
中
で
、
法
然
の 

浄
土
宗
立
宗
と
そ
の
教
え
の
弾
圧
が
ど
の
よ
う
な
意
義
を
有
し
て 

い
る
と
確
か
め
ら
れ
る
の
か
と
い
う
問
題
提
起
で
あ
る
。

つ
ま
り
、
 

日
本
に
お
け
る
中
世
社
会
は
、

「南
都
北
嶺
を
代
表
と
す
る
顕
密 

仏
教
が
国
家
権
力
に
よ
っ
て
認
め
ら
れ
た
正
統
的
宗
教(

宗
教
に 

お
け
る
正
統
的
存
在)

と
し
て
確
立
さ
れ
、
王
法
と
仏
法
と
の
相

互
依
存
の
論
理
が
定
式
化
し
て
い
た
時
代
で
あ
っ
た
」
と
い
う
指 

摘
に
よ
っ
て
、
法
然
の
浄
土
宗
独
立
と
そ
の
弾
圧
の
意
義
へ
の
究 

明
に
、

い
わ
ゆ
る
鎌
倉
新
仏
教
と
旧
仏
教
の
対
立
、
或
は
民
衆
仏 

教
と
貴
族
仏
教
と
の
対
立
と
い
う
軸
と
は
異
な
っ
た
視
点
が
与
え 

ら
れ
、
そ
こ
に
浄
土
宗
独
立
の
意
義
は
更
に
一
層
の
考
察
が
必
要 

と
さ
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
そ
れ
と
共
に
、
法
然
、
親 

鸞
に
お
け
る
思
想
の
究
明
と
い
う
視
点
で
重
要
な
事
柄
は
、
当
時 

の
顕
密
仏
教
の
具
体
的
な
在
り
方
を
示
す
史
料(

例
え
ば
、
貞
慶 

の

「
地
蔵
講
式
」

や

「
非
人
曼
荼
羅
堂
修
造
願
文
」)

か

ら

「大 

衆

「救
済
」

の

課

題

は

「新
仏
教
」
だ
け
で
は
な
く
、
当
時
の
宗 

教
思
想
全
般
に
課
せ
ら
れ
て
い
た
課
題
」

で
あ
り
、
従
来
、
法
然 

を

嘴

矢

と

す

る

「鎌
倉
新
仏
教
」

の
特
徴
と
し
て
捉
え
ら
れ
て
い 

た

「
専

修

・
易

行

・
悪

人

正

機

」

と

い
う

思

想

は

、
実
際
に
は 

「
正
統
た
る
顕
密
仏
教
側
も
援
用
し
て
い
る
」

こ
と
が
、
明
ら
か 

と
な
っ
て
い
る
事
は
見
逃
す
こ
と
の
で
き
な
い
事
実
で
あ
ろ
う
と 

言
え
る
。

こ
の
よ
う
に
中
世
社
会
に
お
け
る
顕
密
体
制
の
解
明
を
通
し
て
、
 

ま
た
、
南

都

北

嶺
に
代
表
さ
れ

る
顕
密
仏
教
が

「
専

修

・
易
行
・ 

悪
人
正
機
」
と
い
う
思
想
を
既
に
内
包
し
て
い
る
と
い
う
事
実
を 

通
し
て
、
法
然
の
浄
土
宗
独
立
と
興
福
寺
奏
上
に
よ
っ
て
引
き
起 

こ
さ
れ
る
承
元
の
法
難
の
意
義
と
は
、
ど
の
よ
う
な
質
の
事
柄
と
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し
て
浮
か
び
上
が
っ
て
く
る
で
あ
ろ
う
か
。 

そ
の
こ
と
を
考
え
る
際
に
重
要
な
視
点
と
な
る
の
が
、
法
然
の 

浄
土
宗
独
立
の
意
味
を
顕
密
仏
教
の
側
か
ら
明
確
に
捉
え
、
そ
の 

浄
土
宗
独
立
を

徹
底
的
に
非
難
し
糾
弾
し
て

い
る 

『興
福
寺
奏 

状
』

で
あ
る
。

『興
福
寺
奏
状
』

は
、
法
然
の
浄
土
宗
に
対
し
て
、
 

「
九
箇
条
之
失
事
」
を
挙
げ
る
が
、
そ
の
作
者
で
あ
る
貞
慶
は
当 

時
の
法
相
宗
を
代
表
す
る
学
僧
で
あ
り
つ
つ
、

こ

こ

で

は

「僧
綱 

大
法
師
等
」
と
い
い
、

「
ハ
宗
同
心
」
と
い
う
表
現
を
と
っ
て
、
 

ま
さ
に
顕
密
仏
教
を
代
表
し
て
専
修
念
仏
の
停
止
の
理
由
を
克
明 

に
告
げ
て
い
る
の
で
あ
る
。

そ

の

『興
福
寺
奏
状
』

の
中
で
特
に
浄
土
宗
独
立
と
い
う
思
想 

的
課
題
と
の
関
係
で
注
目
し
た
い
点
は
、

「
専
修
」

「
易
行
」

に
関 

連
す
る
念
仏
の
意
義
、

「
悪
人
正
機
」

に
関
連
す
る
本
願
の
意
義 

が
、

一
体
ど
の
よ
う
に
表
現
さ
れ
て
い
る
か
と
い
う
点
で
あ
る
。 

顕

密

仏

教

側

の

念

仏

・
本
願
へ
の
理
解
は
、

「第
七 

念
仏
を 

誤
る
失
」

で
は
、

か
の
一
願
に
付
き
て
、

「
乃
至
十
念
」
と
は
、

そ
の
最
下
を 

挙
ぐ
る
な
り
。
観
念
を
以
て
本
と
し
て
、
下
口
称
に
及
び
、
 

多
念
を
以
て
先
と
し
て
、
十
念
を
捨
て
ず
。
是
れ
大
悲
の
至 

っ
て
深
く
、
仏
力
の
尤
も
大
な
る
な
り
。
…
中
略
…
し
か
る 

に
、
観
経
付
属
の
文
、
善
導
一
期
の
行
、
た
だ
仏
名
に
在
ら

ば
、
下
機
を
誘
ふ
る
の
方
便
な
り
。

(

『鎌
倉
旧
仏
教
』
三
九
頁) 

と

述
べ
て

、
称

名

念

仏

は

、
仏

道

の

行

に

お

い

て

は

そ

の

「
最 

下
」

で

あ

り

「
下
機
」
を

誘

う

「方
便
」

に
す
ぎ
な
い
と
言
う
。 

従
っ
て
、

こ

こ

で

「
大
悲
の
至
っ
て
深
く
、
仏
力
の
尤
も
大
な
る 

な
り
」
と

表

現

さ

れ

る

「大

悲

・
仏
力
」
と
は
、

「
一
切
衆
生
平 

等
往
生
」
を
誓
う
本
願
の
平
等
大
悲
心
と
は
全
く
質
を
異
に
す
る 

も
の
で
あ
る
。
修
行
の
久
近
、
行
の
難
易
を
徹
底
し
て
分
け
隔
て 

て
い
く
中
で
、
も
っ
と
も
劣
っ
た
行
が
本
願
に
お
い
て
誓
わ
れ
る 

「
乃
至
十
念
」
な
の
で
あ
り
、

そ
の
よ
う
な
念
仏
し
か
で
き
な
い 

下
機
を
見
捨
て
ず
に
、
そ
の
者
に
、

み
あ
う
方
便
を
与
え
る
と
い 

う
質
の
事
柄
と
し
て
本
願
の
意
義
を
捉
え
て
い
る
の
で
あ
る
。
更 

に

「第
六 

浄
土
に
暗
き
失
」

で
は 

至
愚
の
者
、
た
と
ひ
夙
夜
の
功
あ
り
と
雖
も
、
非
分
の
職
に 

任
せ
ず
。
下
賤
の
輩
、
た
と
ひ
奉
公
の
労
を
積
む
と
雖
も
、
 

卿
相
の
位
に
進
み
難
し
。
大
覚
法
王
の
国
、
凡
聖
来
朝
の
門
、
 

か
の
九
品
の
階
級
を
授
く
る
に
、

お
の
お
の
先
世
の
徳
行
を 

守
る
、
自
業
自
得
、
そ
の
理
必
然
な
り
。
し
か
る
に
偏
に
仏 

力
を
憑
み
て
涯
分
を
測
ら
ざ
る
、
是
れ
則
ち
愚
癡
の
過
な
り
。

(

『鎌
倉
旧
仏
教
』
三
七
〜
三
ハ
頁) 

と
言
っ
て
、
至
愚
の
者
、
下
賤
の
輩
が
、
仏
力
を
憑
み
、
涯
分
を
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弁
え
ず
、
浄
土
に
往
生
す
る
こ
と
が
で
き
る
な
ど
と
考
え
る
こ
と 

は
、
仏
意
を
知
ら
ぬ
愚
痴
そ
の
も
の
に
ほ
か
な
ら
な
い
と
明
言
す 

る
。

つ
ま
り
、
世

俗

に

お

け

る

「
至
愚
の
者
、

下
賤
の
輩
」

の
涯 

分
を
喩
え
に
し
て
、

「
凡
夫
が
浄
土
に
往
生
す
る
」

こ
と
を
許
す 

こ
と
は
な
く
、
世
俗
の
貴
賤
、
道
俗
の
秩
序
を
譬
喩
に
し
て
仏
道 

に

お

け

る

証

果

の

位

を

「
九
品
の
階
級
」
と
し
て
説
明
す
る
こ
と 

か
ら
も
明
ら
か
な
よ
う
に
、

『奏
状
』

に
お
い
て
述
べ
ら
れ
る
本 

願
、
念
仏
の
意
義
は
、
法
然
に
お
け
る
如
来
因
位
法
蔵
の
願
心
と 

そ
の
本
願
の
も
と
に
選
択
さ
れ
た
念
仏
の
意
義
と
は
全
く
異
な
っ 

て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
言
説
が
法
然
の
思
想
的
課
題
と
真
つ
向
か 

ら
対
立
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
は
自
明
で
あ
り
、
む
し
ろ
、

こ
の 

よ
う
な
南
都
北
嶺
の
仏
道
観
を
完
全
に
転
回
し
撤
回
し
て
い
る
所 

に
開
か
れ
た
も
の
が
、
専
修
念
仏
の
仏
道
な
の
で
あ
る
。 

従
っ
て
、
顕
密
仏
教
に
お
い
て
い
か
に
大
衆
の
救
済
が
課
題
と 

な
ろ
う
と
も
、
ま
た
、

「
専

修

・
易

行

・
悪
人
正
機
」
と
い
う
思 

想
が
語
ら
れ
よ
う
と
も
、
そ
の
本
質
に
お
い
て
、
顕
密
仏
教
が
、
 

凡

夫

・
愚

痴

・
下

賤

の

者

を

最

下

・
下
機
と
す
る
こ
と
に
お
い
て 

何
ら
変
わ
る
こ
と
な
く
、

い

わ

ば

「
宗
教
的
な
階
層
秩
序
」
を
保 

っ
た
ま
ま
、
劣
っ
た
者
に
ふ
さ
わ
し
い
方
便
と
し
て
本
願
に
念
仏 

が
誓
わ
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
を
、
現
実
的
社
会
秩
序
と
全
く
並 

行

す

る

形

で

『興
福
寺
奏
状
』

は
表
明
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
従

っ
て
中
世
の
鎮
護
国
家
・
権
門
体
制
を
自
ら
支
え
て
い
る
顕
密
仏 

教

に

お

い

て

「偏
に
仏
力
を
憑
み
て
涯
分
を
測
ら
ざ
る
」

こ
と
は 

過
誤
な
の
で
あ
り
、
逆
か
ら
言
え
ば
、

そ
の
よ
う
な
秩
序
を
超
え 

て
、

い
か
な
る
人
間
的
な
諸
条
件
、
諸
状
況
を
も
一
切
問
う
こ
と 

な
く
、
あ
ら
ゆ
る
も
の
を
平
“寺
に
救
済
す
る
仏
道
と
は
全
く
許
容 

し
え
な
い
教
え
で
あ
っ
た
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
の
で
あ
る
。
そ 

れ
に
対
し
、

い
か
な
る
世
俗
的
な
秩
序
身
分
を
問
う
こ
と
な
く
、
 

公
家
の
勅
許
に
よ
っ
て
成
り
立
つ
宗
で
も
な
く
、
更
に
は
自
力
修 

善
を
依
拠
と
し
て
成
り
立
つ
修
行
の
久
近
、
持

戒

・
造
像
な
ど
の 

善
行
の
有
無
等
を
全
く
簡
ぶ
こ
と
な
く
、
た

だ

「
順
彼
仏
願
故
」 

と
い
う
一
点
に
根
拠
す
る
仏
道
の
独
立
を
、
法
然
の
浄
土
宗
の
興 

隆
は
明
確
に
成
し
遂
げ
た
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
、
法
然
に
お
け
る
浄
土
宗
独
立
の
意
義
と
当
時
の 

顕
密
仏
教
の
在
り
方
を
明
か
す
こ
と
に
よ
っ
て
、
専
修
念
仏
へ
の 

弾
圧
は
偶
発
的
な
事
柄
で
は
な
く
、
不
可
避
的
な
事
柄
で
あ
っ
た 

と
確
か
め
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
そ
の
不
可
避
性
に
つ
い
て
、
親 

鸞
は
単
に
当
時
の
時
代
社
会
に
お
け
る
思
想
的
な
対
立
や
軋
櫟
に 

よ
る
衝
突
の
不
可
避
性
と
捉
え
る
の
で
は
な
く
、
む
し
ろ
そ
の
問 

題
の
根
源
を
更
に
厳
し
く
断
言
す
る
。

そ
の
表
現
を
具
体
的
に
確
か
め
る
な
ら
、
親
鸞
は
承
元
の
法
難 

に
つ
い
て
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ヒ
ソ
カ
ニ
オ
モ
ン
ミ
レ
ハ 

ノ 

ハ 

シ
ク
ス
タ
レ 

ノ 

ハ 

ナ
リ 

竊 

以 

聖
道
諸
敎
行
證
久 

廢 

淨
土
眞
宗
證
道
今
盛 

然
諸
寺
釋
門
昏
二
敎
一
夯 

不
三
知
二
眞
假
門
戶
一
洛
都
儒
林
迷
二 

行
一
夯
無
三
辯
二
邪
正
道
路
一
斯
以
興
福
寺
學
徙
奏
下
達 

太

上

天

皇

諱

尊

成

今
上 

諱

爲

仁

聖

曆

承

元

丁
 

卯
歲
仲
春
上
旬
之
候
上 

主
上
臣
下
背 

法
一
違
義
成
二
忿
一
結 

怨
一
因
茲
一
眞
宗
興
隆
大 

祖
源
空
法
師
并
門
徙
數
輩
不
三
考
二
罪
科
ー
猥 

坐
二
死 

罪
一
或
改
一
僧
儀
賜
ニ
姓
名
一
處
一
遠
流
一
予
其
一
也

(

『定
本
教
行
信
証
』
三
八
〇
〜
三
ハ
一
頁) 

と
、
書
き
記
す
。
そ
こ
で
親
鸞
は
承
元
の
弾
圧
の
直
接
的
な
き
っ 

か
け
と
な
っ
た
原
因
を
興
福
寺
に
よ
る
朝
廷
へ 

の
奏
達
と
捉
え
、
 

そ
の
根
本
的
理
由
は
、
仏
教
に
昏
く
、
真
仮
を
知
る
こ
と
が
な
い 

仏
教
者
た
ち
、
そ
し
て
邪
正
を
弁
え
る
力
な
く
、
そ
の
意
味
で
完 

全
に
こ
の
時
代
社
会
の
人
々
を
導
い
て
い
く
力
を
失
っ
て
い
る
世 

俗
の
俗
学
匠
た
ち
に
こ
そ
あ
る
と
厳
し
く
追
求
し
て
い
る
。
特
に 

興
福
寺
の
奏
上
を
も
っ
て
承
元
の
法
難
の
直
接
的
な
因
と
明
示
す 

る
親
鸞
は
、
時
代
社
会
の
体
制
の
中
で

真
仮
・
邪
正
を
弁
え
る
こ 

と
な
く
、
仏
の
教
え
に
全
く
迷
妄
な
る
仏
教
者
を
自
任
す
る
者
た 

ち
の
奏
上
に
よ
り
、
あ
ら
ゆ
る
衆
生
を
み
な
同
じ
く
斉
し
く
生
死 

か
ら
出
離
さ
せ
て

い
く
仏
道
・
重
ヱ
示
に
弾
圧
が
加
え
ら
れ
た
と
い 

う
歴
史
的
事
実
を
至
極
の
忿
り
を
も
っ
て
言
表
し
、
真
宗
興
隆
の

も
と

に

明

か

さ
れ

る

仮

・
偽
の
本
質
を
白
日
の
も
と
に
曝
し
て
い 

る
の
で
あ
る
。

こ

の

よ

う

な

『教
行
信
証
』

「後
序
」

に
お
け
る
承
元
の
法
難 

の
記
述
中
に
親
鸞
が

明
言
す

る
「眞
宗
興
隆
大
祖
源
空
法
師
」
と 

の
値
遇
と
法
然
に
お
け
る
一
乗
・
仏
乗
へ
の
言
及
に
つ
い
て
、

こ 

こ
で
再
度
、
考
察
を
戻
し
て
お
き
た
い
。
と
い
う
の
は
、
親
鸞
は 

『西
方
指
南
抄
』

に
法
然
の
次
の
言
葉
を
書
き
留
め
て
い
る
か
ら 

で
あ
る
。

淨
土
宗
の
こ
ゝ
ろ
は
…
中
略
…
捻
じ
て
こ
れ
を
い 

へ
ば
…
中 

略

…
四
乘
の
中
に
は
佛
乘
な
り
…
…

(

『定
本
親
鸞
聖
人
全
集
』
第
五
巻 

二
八
ハ
〜
二
八
九
頁) 

法
華
一
乗
の
思
想
内
容
や
法
相
宗
が
受
容
す
る
一
乗
思
想
を
前
提 

に
す
る
な
ら
、
法
然
が
浄
土
宗
独
立
の
思
想
的
課
題
と
し
て
捉
え 

る

「
凡
夫
直
入
」

「
凡
夫
入
報
」
と
い
う
仏
道
が
開
顕
さ
れ
な
い 

こ
と
と
な
る
。
し
か
し
、
聖
道
門
に

お
け

る

一

乗

・
仏
乗
へ
の
徹 

底
し
た
批
判
吟
味
の
上
で
、
更
に
浄
土
宗
の
内
実
を
仏
乗
と
位
置 

づ
け
る
法
然
の
こ
の
よ
う
な
教
言
は
親
鸞
に
お
け
る
誓
願
一
仏
乗 

開
顕
へ 

の
基
本
的
な
方
向
性
を
示
し
て
い
る
と
言
え
よ
う
。
そ
う 

で
あ
る
な
ら
、
法
然
の
浄
土
宗
立
宗
の
内
実
と
一
乗
・
仏
乗
思
想 

へ
の
具
体
的
な
吟
味
批
判
、
更
に
は
浄
土
宗
の
こ
こ
ろ
を
仏
乗
と 

確
か
め
る
法
然
の
教
言
、
そ
の
全
体
が
、

一
切
衆
生
に
同
じ
く
斉
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し
く
成
就
す
る
仏
道
を
開
顕
す
る
と
い
う
課
題
の
下
に
成
り
立
つ 

て
い
る
の
で
あ
り
、
親

鸞

に

お

け

る

「
誓
願
一
仏
乗
」
開
顕
の
視 

座
も
、
そ
の
課
題
を
明
確
に
引
き
継
い
で
い
る
所
に
明
か
さ
れ
ね 

ば
な
ら
な
い
と
結
論
で
き
よ
う
。
ま
た
、
そ
れ
の
み
な
ら
ず
、
親 

鸞
が
真
宗
興
隆
の
大
祖
源
空
と
明
言
す
る
所
に
は
、
法
華
一
乗
あ 

る
い
は
法
相
宗
に
お
け
る
一
乗
思
想
の
受
容
と
い
う
思
想
状
況
の 

た
だ
中
に
あ
っ
て
、

一
乗
を
騙
る
と
し
か
言
い
よ
う
の
な
い
仏
教 

教
団
の
現
実
を
見
据
え
、

一
切
衆
生
に
生
死
出
離
の
道
を
同
じ
く 

斉
し
く
速
や
か
に
成
就
す
る
教
え
の
明
確
化
を
立
宗
と
い
う
形
で 

成
し
遂
げ
た
法
然
に
親
鸞
が
決
定
的
に
値
遇
し
た
の
で
あ
る
こ
と 

を
示
し
表
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

お

わ

り

に

さ
て
、
以
上
の
考
察
か
ら
、
明
ら
か
に
な
る
誓
願
一
仏
乗
究
明 

の
視
座
を
最
後
に
ま
と
め
て
お
き
た
い
。

①

親
鸞
に
お
け
る
誓
願
一
仏
乗
の
思
想
は
、
法
然
の
浄
土
宗 

独
立
に
よ
っ
て
徹
底
し
て
批
判
さ
れ
吟
味
さ
れ
ね
ば
な
ら
な 

か

っ

た

当

時

の

仏

教

界(

法
華
一
乗
を
掲
げ
る
北
嶺
も
、

ー
 

乗
思
想
を
自
身
の
教
学
の
中
に
取
り
込
ん
で
い
く
法
相
宗
を 

含
む
南
都
も)

が

語

る

一

乗

・
仏
乗
の
教
相
と
完
全
に
訣
別 

す
る
中
か
ら
生
ま
れ
出
た
も
の
で
あ
る
。

②
 

法

然

は

一

乗

・
仏
乗
へ
の
徹
底
し
た
批
判
吟
味
を
行
っ
た 

上
で
、
浄
土
宗
の
こ
こ
ろ
を
四
乗
の
中
で
は
仏
乗
で
あ
る
と 

表
明
し
て
お
り
、
親
鸞
自
身
も
ま
た
法
然
の
興
隆
し
た
浄
土 

宗

こ

そ

ー

乗

・
仏

乗

の

名
(

「
弘
願
の
一
乘
」)

で
呼
ば
れ
る 

べ
き
教
法
で
あ
る
こ
と
を
明
言
し
て
い
る
。
そ
の
意
味
で
法 

然
の
教
言
の
中
に
親
鸞
が
誓
願
一
仏
乗
と
明
示
す
る
基
本
的 

な
思
想
の
方
向
性
は
存
在
し
て
い
た
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。

③ 

誓
願
一
仏
乗
を
開
顕
す
る
親
鸞
の
視
座
は
、
更
に
具
体
的 

に
確
か
め
る
な
ら
ば
、

「
い
し
か
わ
ら
つ
ぶ
て
の
ご
と
く
」 

生
き
る
現
実
の
中
に
、
言
わ
ば
、
常
に
排
除
と
差
別
と
疎
外 

を
創
り
出
す
人
間
存
在
の
課
題
性
に
お
い
て
問
わ
れ
吟
味
さ 

れ
る
こ
と
な
く
し
て
は
明
確
に
し
え
な
い
質
の
事
柄
で
あ
り
、
 

教
理
と
し
て
の
み
一
乗
を
語
る
思
想
の
あ
り
方
を
根
底
か
ら 

問
う
も
の
で
あ
る
。

以
上
、①

か
ら③

の
よ
う
に
親
鸞
に
お
け
る
誓
願
一
仏
乗
究
明 

の
基
本
的
な
視
座
を
ま
と
め
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

従
っ
て
、
親
鸞
の
誓
願
一
仏
乗
と
い
う
言
葉
の
う
ち
に
は
、
法 

然

の

一

乗

・
仏
乗
へ
の
批
判
吟
味
と
、

そ
の
批
判
吟
味
の
中
に
ー 

切
の
衆
生
が
同
じ
く
斉
し
く
仏
に
成
る
教
え
を
切
実
に
求
め
る
法 

然
の
浄
土
宗
開
顕
の
課
題
が
表
現
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
り
、
と
同 

時
に
、

そ
の
切
実
な
る
課
題
の
継
承
を
自
覚
し
つ
つ
、

「
い
し
か
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わ
ら
つ
ぶ
て
の
ご
と
く
な
る
わ
れ
ら
」
と
生
き
あ
う
人
々
と
共
に
、
 

大
乗
の
な
か
の
至
極
と
言
い
う
る
教
え
の
宣
言
が
そ
の
言
葉
の
内 

に
込
め
ら
れ
て
い
る
と
言
い
う
る
の
で
あ
る
。

註
① 

『昭
法
全
』
二
七
〇
頁

② 

『昭
法
全
』
六
ハ
頁

③ 

『定
本
教
行
信
證
』
九
一
頁

④
 

『定
本
教
行
信
證
』
三
八
〇
頁

⑤ 

『昭
法
全
』
三
二
〇
頁

⑥
 

こ
の
引
文
の
送
り
仮
名
は
『国
訳
一
切
経 

諸
宗
部
』
十

五
(

一
 

ハ
九
頁)

に
よ
る
。

⑦
 

東

舘

紹

見

「平
安
時
代
に
お
け
る
一
乗
思
想
の
展
開
と
そ
の
歴
史 

的
意
義
」(

第

十

三

回

「真
宗
大
谷
派
教
学
大
会
」
研
究
発
表
レ
ジ 

ユ
メ
所
収)

に
は
以
下
の
よ
う
な
指
摘
が
あ
る
。

一
乗
思
想
は
、
〃
平
等
な
さ
と
り
へ
の
到
達
〃
あ
る
い
は
〃
平 

等
な
救
済
〃
を
説
き
あ
ら
ゆ
る
人
々
の
多
様
な
あ
り
方
を
認
め
っ 

っ
も
、
高
度
な
修
行
や
宗
教
的
行
為
を
な
し
得
る
大
寺
院
や
貴
族 

ら
の
支
配
を
正
当
化
し
そ
の
下
に
人
々
を
位
置
づ
け
て
い
く
、
す 

な
わ
ち
当
時
の
民
衆
に
対
す
る
過
酷
な
負
担
の
強
制
を
正
当
化
し
、
 

そ
れ
へ
の
忍
従
を
強
い
る
思
想
と
し
て
作
用
し
た
の
で
あ
る
。
 

一
乗
思
想
が
歴
史
的
に
果
た
し
て
き
た
か
か
る
役
割
を
見
て
く 

る
時
、
親
鸞
が
自
ら
の
一
乗
の
領
解
を
、
当
時
の
支
配
層
が
こ
ぞ 

っ
て
依
拠
し
て
い
た
法
華
経
の
文
言
を
用
い
ず
に
示
そ
う
と
し
た 

こ
と
の
意
図
も
見
え
て
く
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
…
中
略
…
親

鸞
の
一
乗
思
想
の
表
明
は
…
中
略
…
上
述
の
如
き
現
実
の
社
会
に 

お
け
る
支
配
思
想
と
し
て
の
一
乗
思
想
と
そ
の
下
で
の
一
切
の
宗 

教
的
行
為
と
の
訣
別
を
意
味
す
る
も
の
で
も
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

⑧
 

三
無
性
と
は
、
具
体
的
に
は①
(

遍
計
所
執
性
に
つ
い
て)

相
無 

性
、②
(

依
他
起
性
に
つ
い
て)

生
無
性
、③
(

円
成
実
性
に
つ
い 

て)

勝
義
無
性
を
指
す
。

⑨
 

『仏
教
学
辞
典
』(

法
蔵
館)

四
四
頁
参
照

⑩
 

こ
の
問
題
に
つ
い
て
、

『鎌
倉
旧
仏
教
』(

岩
波
書
店)

所
収
の
鎌 

田

茂

雄

「南
都
教
学
の
思
想
史
的
意
義
」
、
及

び

『南
都
六
宗
』(

吉 

川
弘
文
館)

所
収
の
山
崎
慶
輝
「
日
本
唯
識
の
展
開
——

貞
慶
よ
り 

良
遍
へ
——

」-

北

畠

典

生

「鎌
倉
時
代
に
お
け
る
唯
識
教
学
の
展 

開
」
を
参
照
。

⑪

平

雅

行

『日
本
中
世
の
社
会
と
仏
教
』(

墻
晝
房)

「法
然
の
思
想 

構
造
と
そ
の
歴
史
的
位
置
」

平
は
、
法
然
研
究
の
困
難
さ
を
「確
実
な
史
料
に
お
い
て
す
ら
、
 

全
く
相
反
す
る
法
然
像
を
構
成
す
る
こ
と
が
可
能
な
ほ
ど
の
、
法
然 

自
身
の
思
想
・
行
動
の
複
雑
さ
」

に
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
、
そ
の
こ 

と
を
理
解
す
べ
く
様
々
な
説
が
提
示
さ
れ
て
き
た
こ
と
を
確
認
し
て 

い
く
が
、
そ
の
い
ず
れ
も
が
不
十
分
な
説
明
し
か
与
え
て
い
な
い
と 

す

る
(

同

右

一

五

八

〜

一

六

〇

頁)

。
そ
こ
で
平
は
宗
・
門

・
行 

と
い
う
視
点
か
ら
構
造
論
的
に
法
然
の
思
想
を
捉
え
る
こ
と
に
よ
っ 

て
、
法
然
に
お
け
る
思
想
・
行
動
の
複
雑
さ
を
解
明
し
よ
う
と
す
る
。
 

そ
こ
で
の
論
述
は
、
宗

・
門
と
い
う
位
相
に
お
い
て
法
然
は
聖
道
の 

教
相
判
釈
と
得
道
の
可
能
性
を
完
全
に
否
定
し
て
は
い
な
い
が
、

ー
 

方
で
、
「法
然
は
行
の
位
相
に
お
い
て
初
め
て
絶
対
的
な
聖
道
否
定 

を
達
成
し
、
弥
陀
の
下
に
お
け
る
平
等
を
確
立
し
た
。
余
行
を
無
価
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⑱⑰⑯ ⑮ ⑭
値
と
し
た
こ
と
は
、
民
衆
を
呪
縛
し
て
い
た
様
々
な
宗
教
的
支
配
イ 

デ
オ
ロ
ギ
ー
を
無
化
し
、
民
衆
の
内
面
的
権
威
性
の
回
復
示
教
的 

「自
立
」

に
寄
与
し
た
の
で
あ
る
。
」(

同

右

一

七

七

頁)

と
指
摘 

す
る

⑫
 

黒

田

俊

雄

『日
本
中
世
の
国
家
と
宗
教
』
四
四
七
頁
取
意 

⑬
 

「大
聖
の
悲
願
、
寧
ろ
こ
の
時
を
顧
み
ざ
ら
ん
や
。
こ
れ
を
以
て 

利
益
の
世
に
新
た
な
る
や
。
末
代
殆
ん
ど
上
代
に
過
ぎ
、
感
応
の
眼 

に
満
ち
る
や
。
悪
人
還
て
善
人
に
超
へ
た
り
」(

山
田
昭
全
等
編 

『貞
慶
講
式
集
』(

山
喜
房
仏
書
林)

一
〇
五
〜
一
〇
六
頁) 

部

落

問
題
研
究
所
『部
落
史
史
料
選
集
』
第
一
巻
一
六
ハ
〜
ー 

七
〇
頁

平

雅

行

『日
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